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◆ 7/15(日)  HYDE PARK  LONDON, UK 

 10日間ほど雨続きだったLondon。この日もかなり怪しい色の雲も見受けられたが何とか天気が保ってくれた。
明けて翌日のLondonは、やはり雨。これまで野外コンサート降雨率0%、私ってぢつは晴れ女？Pic. 1 Hyde 

Park で開場を待つ 

 開場は12:00のためChokuくんと10:00過ぎに待合せ、入場ゲートになるべく近いところまで行きたいのでタクシ
ーを使う。10:30にはゲート前に立っていた。入口は向かって右端がVIPチケット入場口。それを除く40近くある
柵で区切られた列から、どうも「各馬一斉にスタート」となる様な感じ。早く来た労力が余り報われない制度だ。 

Hyde Park で開場を待つ人たち 

 開門時間が近づいても何やら手持ち無沙汰な人たちが沢
山いる。漏れ聞こえてくる会話の内容は...「バーコードリー
ダーが足りない」もぎりのバイト人数＝ゲートの数分の端末
が無く、追加取寄せ中らしい。Hard Rock Callingって、昨日
も一昨日もやっているんだよね？大丈夫か、倫敦五輪!? と
いうような何ともイギリスらしい場面に遭遇した。 

 遅れること15分くらい、やっと開門。メインステージは200

ｍ以上先だ。一応走ってみるが、ぬかるんでまではいない
もののかなり足下が悪く速度が出せない(何故？、笑) 場
所取りは斥候に任せ、無理せず早足に切替える。やっとス
テージに辿り着くと流石斥候！ ほぼベストポジションに陣取
ってくれている。 

 さて、これから開演まで2.0h、Paulの出番まで約7.5hの苦行が続く...かと思ったが、前座の人たちも案外楽し
めた。やはりメインステージの出演者だけのことはある。時間割と感想は次のとおり。やればできるじゃん、とい
うくらい正確に進行していく。前日のSpringsteen＆Sir McCartneyを時間切れで強制マイクオフにしたことで主催
者側が相当ナーバスになっているらしいのと、何より大トリを待たせるワケにはいかないですものね。 

14:00 - 14:25 Karima Francis     ○ 

14:45 - 15:15 Robert Randolph    ○－ 

15:40 - 16:10 Punch Brothers     ○+ 

16:35 - 17:10 Christina Perri     ○+ 

17:40 - 18:40 Alison Krauss & Union Station ○ 

    ft. Jerry Douglas 

19:20 - 22:20 Paul Simon     ◎∞ 

 

 特に最後は、あー、Jerry Douglas絶対"The Boxer"で登場するよねぇ～。などと思いながら観ていた。Alison 

Kraussが終了し、セット替え。Paulのエンジニアたちの腕の見せ処だ。ドラム２セット，パーカッション１セット＋α，
キーボード１セット＋α，ピアノ１セット，ギター４人分＋α，ベース１人分，ホーン３＋α，ボーカルマイク23(たぶ
ん).....オープニングから使うわけではないが、ボーカルマイクは全ての本数を一度定位置に並べてみて、サウ
ンドチェックも行っている。前座の方々のシンプルなセットに比べると、マイクが全部並んだだけでも圧巻だ。本
当に40分で組めるのか？ 

＋α とあるのは、バンドメンバーの殆どがメイン楽器以外のいろいろな楽器を楽曲毎に受け持っているから 予
定の開演時間があともう少しに迫りつつある中、Vincentの側のギターを担当している女性エンジニアが、何や
ら頭を抱えてテンパッている。配線が分からなくなった？？？音が出ていない？？？ 

 結局10分弱遅れて、いよいよPaulの登場だ！ 

 コンサートは3部構成になっている。最初はPaulソロ。これは昨年のEUツアーの短縮版といった感じ。オープ
ニングが"Kodachrome"というのが新鮮だ。そして"Gone at Last"へ雪崩れ込む。続く"Dazzling Blue"では先ほど
前座でパフォーマンスした Punch Brothersのフィドル、Gabe Witcherが参加。"50ways"まで立て続けに4曲終わ
った 
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ところで、HYDE PARKスペシャルゲストとしてJimmy Cliff登場。ソロで"The Harder They Come"，"Many Rivers To 

Cross"を披露し、Paulと一緒に"Vietnam"。"Mother And Child Reunion"では正に夢の共演。Pic. 2 ステージ上部
の掲示板には、tweetが表示されていた 

 Paulソロに戻って、"Hearts And Bones"～"Mystery Train"～"Wheels"のメドレーは昨年のセットリストと同じ流れ。
ただJulio"の口笛は、今回はPaul担当でした。ちゃんと吹けてた。^^ "Slip Slidin' Away"は今年も観客全員合唱。
この楽曲は根強い人気を持っている。第1部の最後は、"The Obvious Child"。昨年同様、Bakithiを初めとしたバッ
クバンドの半分はパーカッション部隊に変身する。Paulバンドのメンバーは、複数楽器をこなせないとダメ、とは昨
年Bakithiが冗談半分・本気半分で言った言葉。 

ステージ上部の掲示板には、tweetが表示されていた 

 次にこのツアーの本編ともいえる
Gracelandセット。 

 PaulによってLadysmith Black Mambazoが
紹介されるとものすごい歓声と拍手。ツアー
各地で、この歓待ぶりは変わらなかった。改
めてLBMの欧州での認知度・人気を思い知
らされた。Paulは一旦引っ込んで、LBMのソ
ロが2曲。"Hello My Baby"と"Nomathemba"

だ。PaulとRoy Haleeがプロデュースした
"Shaka Zulu"から。この選曲にもシビれた。
そしてPaulが何も持たずに再びステージへ
戻り、静かに"Homeless"が始まる。 

 その後改めてLBMのリーダー Joseph Shabalalaが紹介され、Gracelandのレコーディングメンバーで本ツアーに
参加したミュージシャンが一人ずつ呼び出される。John Selolwane、Ray Phiri、Isaac Mtshali、Barney Rachabane、
そしてBakithi Kumalo、Tony Cedras。最後にHugh Masekela。バックコーラスにGaza Sistersが加わり、そこに
Mark、Jamy、Andyがサポートとして参加。 

 "Diamonds on the Soles of Her Shoes"が始まる。Paulとハイタッチするエンディングはお約束。そのまま舞台袖
へと去っていき、LBMとのコラボが終了。 

 "I Know What I Know"，"The Boy in the Bubble"，"'Crazy Love Vol Ⅱ"と3曲続けて演奏。Gaza Sistersで聴く"I 

Know What I Know"が最高に楽しい!! 

 ここでGaza Sistersを紹介。そして改めてHugh Masekelaが紹介され、彼のソロで"Bring Him Back Home"と
"Stimela"。DVDで観るだけだったZimbabwe公演を彷彿とさせる景色が目の前にあることに何ともいえない感慨
を覚えた。これでMiriam Makebaがいればもう最高だが、もはやそれは叶わぬ夢となっている。その代役という
重要な位置を任されたのが、Thandiswa Mazwaiだ。"Bring Him Back Home"と"Stimela"の間で、Hughから「妹分
みたな子だ」と紹介されて、ソロで"African Sunset"を披露。おぉ、なるほど。非常にパンチのある声とアフリカンサ
ウンド独特のリズムに合いの手のようなコールが加わる。期待が膨らむが、Paul，Sontiとのトリオで歌った
"Under African Skies"では、なぜだか非常にナーバスになっていてソロのときの勢いがない。これは、私の観た4

回すべてに感じたこと。一緒に歌ったGaza Sistersのただ一人の当時のオリジナルメンバーSonti Mndebeleは非
常に安定していて頼もしい限り。それに引替えThandiswaは見ようによってはおどおどしている感じ。Paulが最大
限の気遣いでThandiswaをサポートしている。私としてはSontiとのツーショットを狙っていたのだが、Paulは99.9%、
Thandiswaに付きっきりでSontiの方を向くことは殆ど無かった。 

今年のツアーは4回ともすべての会場で、写真撮影を咎められることはなかった。特にHYDE PARKはプロ用で
なければOKとチケットに明記してあった。 

 "Stimela"のあとは一転して陽気に"Gumboots"、ズールー語のイントロが加えられた"Under African Skies"，
"Graceland"，"Al"と怒濤のメドレー。"Graceland"では'91CPのように、エンディングでギターをかき鳴らしながらス
テージの端から端まで、オーディエンスへご挨拶。"Al"の出だしも、VincentではなくRay！ 

 "Al"で最高潮に盛り上がったところで、Greacelandセットが終了。メンバー全員が一旦ステージから退場する。 

 encoreはPaulソロで"SOS"。昨年のツアーはこの"SOS"が圧巻だったが、それに変わらぬパフォーマンスだった。  

 続く"The Boxer"で、やはりJerry Douglasが呼び出される。黄昏のHyde Parkに"Lie-la-lie"の合唱が谺する。一息
おいて、"Late In The Evening"。Paulは声の調子も全く落ちておらずとてもパワフルだ。最後の最後は"Still Crazy"。
そのあとバンドメンバー全員がステージ上に呼び戻され、メンバー紹介と挨拶をして終了。Dublinのようにもう一
度全員で"Al"をやってくれるかと期待したのだが、残念ながらそのご馳走はこのあとのコンサートでも再現される
ことはなかった。  
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 それでも、約3h、もうお腹一杯のショウだった。 

 終演後は、タクシーを拾おうにもなかなか見つからず、人の流れに乗って歩くうちに1つ先の地下鉄駅Green 

Parkに着いてしまったので、そのまま乗車。何故1つ先かって？最寄り駅は混雑を恐れて閉鎖されていたからだ。
Chokuくんによるとよくあることらしい。オリンピックでも同じことをするのだろうか？事情を知らない旅行者はホテ
ルに帰れないゾ。もう1度云う、大丈夫か倫敦五輪！？ 

◆ 7/16(月)  HYDE PARK  LONDON, UK  EXTRAS 

 昨夜終演後、ChokuくんにBakithiから連絡が入ったため、08:45に彼らの宿泊ホテルロビーに集合。少し遅刻し
て9時近くに到着。すでにBakithi、Ray、Chokuくんが歓談中。LondonのAppleに勤務しているBakithiの合いのとこ
ろへ一緒に向かう。車中Bakithiから西日本、とりわけ九州の水害についてお見舞いの言葉を頂戴する。旅先でも
こうして日本のことを気にかけてくれていることに、感謝です。ヒロシたちは大丈夫か？という問いから今どうして
いる？という話に発展し、そのままこうもりさんへTEL。どうも睡眠中を起こしてしまったようですが、Bakithiはヒロ
シと話せて上機嫌でした。^^ 

アップルに着くと、さすがにオフィスの中まで同行はできないので、受付前の商談スペースで待つことに。 

 10:00少し前に戻ってきて、そのまま皆でストアの方へ。RayがiPhoneで使えるレコーディング用のパーツを購入。
外装ケースは結構大きくて携帯用には見えないのだけれど、Appleの袋をナップザックのように背中に背負って
「これでアイディアを簡単に録音できる」と、とても嬉しそう。 

 行きのタクシーは当然のこととしてこちらで負担したのだが、帰りはRayがさりげなく私たちを奥の席へ座らせ、
一番支払易い席に自分が腰を下ろした。「Makeing of Greaceland」や'91CP「Under African skies」などで観るRayは
とても鋭い目をした、一見取っつきにくい怖そうなイメージがあったが、道中、ついつい日本式に三歩下がって...の
私に徹頭徹尾レディ・ファーストを貫いてくれたり、このタクシーの席次のことといい、本当に優しくきめ細やかな紳
士でした。 

 帰りの車中では、3人で何やらぎたぁな話をしておりましたが内容は私にはちんぷんかんぷんですっ！(きっぱり、
いろいろな人に怒られる前に宣言しておきます 笑)  

 何かの拍子にMandelaさんの話になった。明後日(7/18)がMandelaさんのお誕生日だと。そしてRayとBakithi、2

人が声を揃えていつまでも元気で生きていてほしいと。Bakithiが「最近は病気でずっと入院しているけど、100歳
までは何とか生きてほしいなぁ」するとRayが「100歳か.....、あと6年だな」そしてしばし感慨深げに沈黙。 

 2人、いえ南アフリカの人たちにとってMandelaさんは本当に特別な存在なんだと、こちらの胸も熱くなった。 

 出発前の寸暇を惜しんでの交流だったが、何とか彼らを11:00の出発に充分間に合う時間でホテルに送り届ける
ことができた。Bakithiは日本での反省(荷造りができておらず東京ドーム後のオフ会に参加できなかった)からか、
今回は昨夜のうちにパッキングを完了し今朝はチェックアウトするだけにしてあるとのことだった。Bakithi少年も成
長したらしい(笑)。 

◆ 7/17(火) VORST NATIONAAL  Bruxelles, 

Belgium 

 コンサート前に会場であるVorst Nationaalの下見。
案内どおりに鉄道で向かおうとしたが、その電車は
1時間おきくらいにしか走っていないようだ。そこで
帰り道に使おうと思っていたBruxelles MIDI駅まで
鉄道→トラムのパターンで行くことに(こちらは頻繁
に出ている)。トラムの駅からは徒歩で3～4分とい
ったところ。周りは一見閑静な住宅街といった感じ。
裏手へ回ると既にツアートラックが到着していた。 

 街に戻って次に向かったのは、マグリット美術館。
ReneとGeorgetteの写真は沢山あったが、残念なが
ら犬を連れたものはなかった。 

 アヴィニョン演劇祭から回り道をして参戦するBPさ
んとBruxelles Central駅で合流し、BPさん宿泊のホ 

スクリーンから、貴重な3ショット 
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◆ 7/18(水)  ZIGGO DOME  Amsterdam, The Netherlands 

 BPさんと同じ列車(Thalys)でAmsterdamに向かうことが分かったので、MIDI駅から一緒に移動。定刻より20分
以上遅れて14:00近くにアムステルダム中央駅へ到着。外は雨だが、傘を差さなくても耐えられるほど。ところが
少し道に迷い結局部屋へ落ち着いたのは14:30。BPさんとは15:30に駅前で待合せ。道に迷ったせいで結構濡れ
てしまったのでシャワーも浴びたいし、あと1時間で支度できるのか？ 

 結局15分遅れで待合せ場所に着いたが、BPさんがいない！待ちくたびれられてしまったかと思ったのだが、何
と場所を間違えていたとのこと(似たような出入り口が何カ所もある)で、5分ほど待って無事会うことが出来た。 

 会場のZiggo Domeまでは地下鉄を利用。 

 会場に着くと2Fレストランから下りてきた男性がこちらを見ながらニコニコと近づいてきて「僕のこと覚えてる？」
と。「Nicolas!!!、もちろん！」2002年、初めてPaulのコンサートを観に行ったときにMontreuxはじめ各地でアテンド
してくれたNicoだった。Chokuくんから彼の近況聞いてはいたが、結婚して子供ができて、もう以前ほど沢山コン
サートには行けなくなったけれど、まだまだ"still crazy"らしい。今回はお母さん、奥さん、お子さんと、家族全員で
アムスに来ているとのこと。 

 ここZiggo Domeの入場もHyde Park同様、10個くらいのゲートから各馬一斉にスタートの模様。開場時間が近づ
き、係員が各扉を開放し配置に付く。"On your mark, ready, GO！" .......................... BPさんと私の並んでいる列だ
けめっちゃくちゃ進み方が遅いんですけど。。。もぎりのおねぃさんがトロいのか器械の不調なのか？バーコード
がうまく読みとれないのだ！そうしているうちにも周りの列はどんどん進んでいるし、あろうことか同じ列の後ろの
人たちのチケットを先に読み始めたりしている！半分ケンカするような感じでやっと突破。しかし、BPさんが 

テルマンお勧めであるバスで行くことにした。バスは10分に1本くらいと結構頻繁に運行されており、約30分ほどで
指示された停留所へ。会場横手にレストランが何件か入っているので、そこで軽く食事でもと考えていたが、すで
に入場が始まっていたためスタンディングエリアのわたしは、そのまま会場内へ入ることに。スタンド席のBPさんに
も食事抜きに付合せてしまい、申し訳ないことをした。 

 場内に入ると既に最前列はもうスキマもない状態。仕方なくTonyのさらに左側辺りの2列目に喰込む。 

 セットリストはHyde Parkの特別ゲスト分がなくなっただけで、あとは同じ内容だった。 

 

Paulの調子は衰えておらず、今日も好調。昨年のような喉のトラブルもなく元気でいてくれることがとても嬉しい。
聞くところによると食べ物にも非常に気を使っているようだし、Paulも自身の健康を保つことに努力しているようだ。
本当に敬意を払いたいと思う。 

 20:30開演で、今日も3h弱のステージ。終演後BPさんと再会したのは、もう23:00過ぎ。明日のアムスは移動即コン
サートとなるので、荷造りもあるし素直に帰途につくことに。帰りは少しでも歩く距離を減らしたかったのでトラム→

列車を強く推奨し(笑)、Bruxelles Centralからホテルへと戻った。 

♪ Call Me Al!! 

力一杯走ってくれたにもかかわらず、Mickのさら
に右側かなり端の方になってしまった。 

 でも最前列が確保できて良かった。BPさんには
事前に「どんなに端でも絶対最前列！」とお願いし
ていたのだ。なぜなら、視界・場所の保持し易さ・
荷物が置ける etc.etc. いろいろな面で最前列は楽
なのだ。特に柵があって身体を預けることができ
るのは、とっても重要。アクシデントもありましたが
「最近走っていないからなぁ。。。」というBPさんの
頑張りに感謝です。Nicoは...と辺りを見回すと、流
石、最前列の真ん真ん中にちゃん～んといました。 

 セットリストは前日のBruxellesと同じ。 

今日はMandelaさんのお誕生日。ということで、
Hughは渾身のパフォーマンス。私もそれに応えて
"Bring Him Back Home Mandela"では、拳を目一
杯上げてきた。^^  

そして、生"Stimela"。最高です。Pic. 4 ♪ Call Me 

Al!! 

 アンコールでの演奏中、Bakithiが私に気づき 
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セットの隙間からこちらを窺っている。手を振るとにっこり笑って頷き返してくれた。クロージングのときもこちらに
合図を送って、終演後にわざわざ私たちの近くまで来てステージ脇の方へ回れとのゼスチャー。幕内／外を分
ける柵を挟んで、ハグハグしてきました。そしてどうも今回はこれが最後のチャンスかなと思い、Bakithiに、Paul

に渡してほしいとお土産を差出すと「自分で直接渡しなさい。」と。Nicoに私と一緒に楽屋口の方へ廻れと言って
いる。 

 そこからが、大変！ Nicoは一目散に人混みを縫って出口へ向かい、それを懸命に追いかけるBPさんと私。駐
車場のゲート目指し走る、走る、走る。こんなに走ったのは久しぶりだ。息も絶え絶えになっている私の荷物を途
中からNicoが持ってくれます。雨もだんだん本降りになってくる中、傘も差さずひたすら走る。やっと辿り着いた
駐車場のゲートは、しかし閉ざされていて中へ入ることはできそうにない。Nicoが反対側の様子を見に行ってく
れる(元気だ)。そろそろ待ちくたびれた頃、中に入ることができたNicoが門の隙間から向こうに廻ってあっちから
入ってきて！と。イヤ簡単に仰いますけど、雨は降るわ、歩道は縁石ほどの巾しかないわ、平均台の上を走るよ
うな感じで駐車場脇を縦断します。やっと反対側から中へ入るとBakithiとNicoが出迎えてくれた。「この格好で
走ったのか！！！」と驚くBakithi。えぇ、えぇ、お陰で髪も化粧も着付けもこんなにボロボロなんですけど。ヤだ
なぁ、こんな格好でPaulに会うのは。 

 楽屋口へと向かう途中、Adamに遭遇。どうやら私のことを覚えているような様子。「僕に用はないでしょう？」と
云ってバスの方へ行きかけるのを止めて、「お土産を持ってきているから、Markと一緒に食べてね」と雲丹フレ
ーバースナック2種＆山葵フレーバースナック1種を渡す。Bakithi少年のやんちゃの、少しでも穴埋めができれ
ば、お易いものです！ 

 楽屋入口のドアの内側、エントランスで佇んでいると次々にメンバーが出てくる。Andyが皆をやり過ごしてケー
タイでメールチェックかな？。終わったのを確かめてから、日本に来る予定はないの？2年前にブルーノートに観
に行ったよ。と声を掛けた。すると、残念ながら今のところ全くその予定はないとのこと。そして昨年3.11の津波
被害がとてもショックで心を痛めていると、とても丁寧なお見舞いをいただき、却って恐縮してしまった。 

 それからしばらくしてMarkが出てきて、再会を喜び合ってハグ。Adamにお土産を渡してあるのであとで一緒に
食べてと伝える。(ちょっとしどろもどろになってうまく伝わらなかったので、BPさんが助けてくれました）再会を喜
び合ったのも束の間「ゴメンね、もうバスに飛び乗らなくちゃいけないんだ」と先を急ぎます。うんうん、分かってる。
これが真っ当な大人の姿だわ。(笑) 

 一通りメンバーやスタッフが行き過ぎてしばらく経った頃、また3人ほどやってきた。その一番後ろに隠れるよう
な形でPaulが佇んでいたのです！おずおずと近づいていって、これプレゼントです、とタイガースの復刻版ピン
ストライプキャップと新製品のタオルをセットで渡す。「あぁ！阪神タイガースだね！」ととても嬉しそうな笑顔。そ
れに勇気づけられて「私のことを覚えていますか？」と図々しく訊いてみる。「もちろんだよ」えーーーーーー
っ！！ ここから先は15cmほど宙に浮いて頭が白くなってきてしまったので余り覚えていない。(笑)  

 Nicoが何か訊いているが、応えているPaulの声はもう心地よいBGMにしか感じられない。それでもいくつか聞
き取れた言葉とBPさんの補足説明で、現在次回作のアルバムを制作中、曲を書いている最中。ということが分
かった。Paulのことだからリリースはまだ当分先のことになるでしょうが、次はどんな作品を魅せてくれるのか、
いまから待遠しい限りだ。 

 一通り話が終わったら、Nicoが先ほどから私のカメラを持っていて撮る気漫々だったこともあるのだが、Paulの
方から写真を撮ろうねと云ってくれて、「これ"ナイコン"カメラですよ」と私が云うと「"ニコン"だよね、日本語では」
「ええ、そうです。日本語では"ニコン"」なんて会話をして、私から1枚。写真を撮っている間、BAMのときと同じよ
うにずっと手を繋いでいてくれました。しかも今回は恋人握りです!!!! もぉ、泡吹いて倒れそう。そしてNico、BP

さんとも1枚ずつ写真を撮影。写真を撮るために床に置きっぱなしになっていた私の荷物を気遣ってくれたりと、
なんだかとっても優しいPaulです。 

  完全に狼狽えて舞い上がっていたので、その後どういう
風にお別れしたのか記憶が曖昧。何か失礼なことをしで
かしていないといいのですが。。。 

 

 夜も更けてきたのでまだ地下鉄は動いているがタクシー
でもいいか、と20分くらいタクシーを探しながら3人で駅の
方へ歩き出す。結局タクシーは拾えず地下鉄で帰ることに。
Nicoのホテルとは路線が違うため、彼とはホームでお別
れ。全員分の写真は私のカメラにあるので、必ずメールし
てね！と念を押される。 

翌日の便で帰国するBPさんとアムス中央駅の前でお別れ
し、なんだか夢心地のままホテルへ。 

 翌朝、写真はしっかり2人へメールした。 
Homless 
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◆ 7/22(日)  THE GLOVEN  Stockholm, Sweden 

 前日、街歩きの最後に会場の下見。The Glovenは駅から連絡橋で直結しており、会場となるEricsson Globeを
中心に他にもホールやホテル，ショッピングセンターがある。雰囲気としてはさいたまスーパーアリーナみたいな
感じといったところか？巨大なドームとなっているEricsson Globeには、スカイビューという観覧車のようなアトラ
クションがあった。 

 Londonから再び参戦するChokuくんと昼食を採ったあと、暫く時間が空くのでGamla stanへ。王宮を中心に仲
見世のようにお土産屋さんが軒を連ねる。道幅も仲見世くらい。それに一人分の巾しかない小路が縦横に絡み、
王宮前の広場でパッと視界が開ける。Gamla stan、面白いです。 

 地図で見たよりも各街が近くて、その気になれば中央駅から会場までも歩いていける距離かと思う。 

 座席が決まっているっていいわ(大笑)、開演1hほど前にゆっくりと会場着。Chokuくんはすでに着席している。2

列目の真ん真ん中。私は、発売開始と同時にチケットを買うことができなかったので、5列目Vincentの正面。 

 何故チケット購入ができなかったのか？欧米以外で発行されたカードが使えなかったのだ。それが分かるまで
5回くらい、試行錯誤した。さらにカード決済以外の方法での購入というのは、オペレータ対応のうえかなり時間
がかかることも判明。そこで最後の頼みの綱とばかり、ChokuくんにSOSを発信したのだった。国外発行カード払
いができなかったことは、当地へ行ってからもちょっと困った事態になった。キャッシングができず、コンサート後
は現地通貨がほぼ無一文状態になり、まさかのChokuくんのおごりでお疲れ様会をすることになったのだった(と
ほほ)。 

両替はキャッシングが一番、レートが良いのです。 

開演を待つ場内 

 コンサートは約10分遅れくらいで始まった。
Pic. 5 開演前の会場内 

 いつもどおり、Kodachrome～Gone At Last

でスタート。なんだかPaul、ノリノリですごい
飛ばしている。のっけからこんなに張り切っ
て大丈夫なのかしら？というくらい元気。オ
ーディエンスは昨年のEU同様、大人な鑑賞
で中盤くらいからやっとスタンディングオベー
ションが出始める。Pic. 6 Homeless 

 Hugh Masekelaが、“Bring Him Back Home 

Mandela”で観客を促して立たせたが、その
後は“Al”まで待たなければならなかった。 

だからといってノリが悪いワケではない。開演前の写真を見てわかるように、非常に盛り上がっている。 

 今日のコンサートでは、第１部のPaulソロに若干の変更があった。Gaza Sistersが加わっているのだ！女声コーラ
ス付きの"50ways"はとても新鮮だった。(いつからGaza Sistersが加わったのかちょっと記憶が曖昧だったので、チ
ェックしました.....なにを？！ 笑) 

 "Boy in the Bubble"では、Bakithiの見せ場に間違ってRayが出てしまい、Paulに「ギロッ」。ちょっぴりビビっている
Rayだったが、後日ChokuくんがBakithiにそのことを問うと「あれはあれで面白かったよね。ああいう間違いを突き
詰めて新たなアレンジにしてみるのも面白いかもね」と。これが日々進化する源の一つなのかもしれない。 

 4回のコンサートを通して観て感じたのは、今回のツアーは「Greaceland 25周年記念」ということではあるが、結
局彼が一番観せたいのは、ポール・ソロ(=いまの自分)であるということ。 

 もちろん、決してGreacelandセットで手抜きするということはなく、何よりも2部はリラックスして且つとても楽しんで
パフォーマンスしていた。 

 ただ、初回のDublin：1st. Encoreで、全バンドメンバーによる"Al"を終えたあと、これでお終いと勘違いした観客
がかなり大勢帰ってしまい、「まだ、ある」と本能的に知っているコアなファンだけが2nd. Encoreの"Still Crazy"を聴
けたというアクシデントあったらしい。(Chokuくん談) 

 これで分かることは、(1)誤解を避けるためにEncoreは1回だけにしたこと (2)Paulソロで締めくくりたかったこと (3)

そのため全メンバーによる“Al”を敢えてセットから外した(と思われる)こと。 

 

 今を観せたい、観てほしい － これぞ、Paul Simonである。 

 新しいアルバムを制作中と前述したが、次はどんな新しいPaulで私たちの前に現れるのか、本当に本当に、楽し
みである。 

 そのあと、あるであろうツアーで、また元気なPaulを観ることができれば至福である。 
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